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.Abstract.  夏を快適に過ごすために生地別の紫外線透過率を調べようと思いました。綿、麻、ポ

リエステル、ナイロンを被せた布と何も被せないノーマルの計５種類の布にUVライトを当てて比べ

ました。化学繊維のポリエステルは１番紫外線を通しにくいと仮説をたてました。１回目の実験で

は優位差が出ないほど強くUVライトを当てたので全て真っ黒になりました。その結果を踏まえて

の２回目の実験は、３段階で優位差の評価をし、ノーマル、ポリエステル、ナイロンは広い範囲で

黒く焼け、麻は狭い範囲で茶色に焼け、綿は焼けませんでした。綿が焼けずポリエステルが焼け

た原因は、実験回数が足りず、またUVライトの温度が上がりすぎたためだと考えました。 

.Keyword. 日焼け/ 紫外線 / UVランプ　 
 

１．序論 

（１）研究背景 

　 部活動でアンダーシャツを着用する機会が多く、太

陽の下での活動をするうえで日焼けしにくく紫外線を

通しづらいシャツの生地が気になったことをきっかけ

に研究の着想を得ました。 

  

  

（２）研究の目的（or動機or意義） 

　衣類の生地の素材によって紫外線の透過率が変わ

ることから、日焼けしにくい生地を見つけ快適に暑さを

乗り越えられるようにしたいと思ったからです。 

 

 

  

  

（３）先行研究 

　グローバルビューティークリニックのサイトによると、

天然素材の綿、麻より合成繊維のポリエステル、ナイ

ロンの方が紫外線を通しにくいと言われています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）研究仮説 

夏の炎天下での部活動の経験から、アンダーシャツ

に使われているポリエステル素材は太陽下での活動

をしても紫外線を通しにくいと考えます。 

　 

 

 

 

２．調査方法 

（１）装置のモデル名 
　 ソーラーラプターUVマーキュリーランプ 

  

  

 

 

  

  

（２）実験方法 

　人と遺伝子が約60％同じと言われているバナナの

皮を使用して、そのバナナの皮にすべて白色の綿、

麻、ポリエステル、ナイロンの4種類の生地を巻いて

UVライトに30分あてバナナの皮の色の変化を観察し

ます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

３．結果 

（１）実験（結果）１ 
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 　４種類の布を被せたバナナの皮と何も被せないノー

マルのバナナの皮を比較します。 

実験①はUVライトは３０分１５センチで行います。 

麻、ポリエステル、ナイロン、ノーマルは焼けて、綿は

焼けませんでした。 

 

 

 

（２）実験（結果）２ 

　再実験②はUVライトは１０分５センチで行う。よく焼

けたのは◎、焼けたのは◯、焼けなかったのは✕の三

段階で評価します。 

　ノーマル、ポリエステル、ナイロンは◎、 

麻は◯、綿は✕になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察 

　実験①は焼けた焼けていないの優位差がわからな

いほど照射したため綿以外は全て黒くなりました。照

射時間を変えての再実験②はポリエステルやナイロン

は密度が高いため焼けないと仮説を立てたが実際焼

けたのは綿だったため実験の回数が不十分だったと

考えました。 

 

 

 

 

 

５．結論 

仮説と異なる結果になってしまった原因を２つ考えました。

原因の１つとして、ライトのバッテリーが実験の後半になる

につれて上がりすぎてしまい、実験が公平に行うことがで

きなかったと考えます。実際、実験終わりに使用したUVラ

イトが、人が触れないくらい熱くなっていました。また、実

験の回数が少なく、個体差が出てしまったことも考えられ

ます。 
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